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助
役
、
収
入
役
の
選
任
案
に
同
意

助
　
役
に
　

佐
々
木
敬
治 

氏（
美
郷
町
六
郷
）　

収
入
役
に
　

坂
本
　
昇
一 

氏（
美
郷
町
本
堂
城
回
）

　
平
成
十
七
年
第
三
回
町
議
会
定
例
会
が
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で
の

十
一
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
松
田
町
長
が
平
成
十
七
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
旧
三
町
村
の
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を

は
じ
め
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
三
十
七
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
及
び
収
入
役
の
選
任
案
が
追

加
提
案
さ
れ
、
助
役
に
佐
々
木
敬
治
氏（
美
郷
町
六
郷
）、
収
入
役
に
坂
本
昇
一
氏

（
美
郷
町
本
堂
城
回
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。町

長
の
施
政
方
針（

一
部
抜
粋
）

　　
平
成
の
大
合
併
で
秋
田
県
第
一
号
と
し
て

誕
生
し
た
私
ど
も
の
美
郷
町
は
、
立
町
か
ら

四
カ
月
、
ま
た
、
私
が
町
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
、
三
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
合
併
直
後
の
慌
し
さ
も
、
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
指
導
と
職
員
の
が
ん
ば
り
が

相
ま
っ
て
、
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
反
面
、
事

務
・
事
業
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
く
過
程

に
お
い
て
、
合
併
前
に
は
想
定
し
得
な
か
っ

た
課
題
な
ど
も
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
山

積
し
て
い
る
地
方
自
治
の
課
題
に
加
え
、
合

併
に
伴
う
具
体
の
課
題
解
決
に
も
一
層
の
努

力
と
幅
広
い
英
知
の
結
集
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
政
運
営
の
方
針

　
さ
て
、
私
は
、
合
併
で
誕
生
し
た
美
郷
町

に
は
、
ま
ず
も
っ
て
旧
町
村
の
地
域
感
情
を

な
く
し
、
町
民
各
位
が
美
郷
町
民
と
し
て
一

体
化
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
自

治
体
と
し
て
、
地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が

ら
一
層
の
発
展
を
求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

「
融
和
と
前
進
」を
施
策
の
企
画
立
案
、
推
進

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
据
え
る
と
と
も
に
、
美
郷

の
町
づ
く
り
に
住
民
の
理
解
と
参
画
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
施
策
推
進
に
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ

プ
、
ジ
ャ
ン
プ
と
い
う
段
階
論
を
大
切
に
し

て
町
政
運
営
に
臨
ん
で
ま
い
り
た
い
考
え
で

す
。

　
平
成
十
七
年
度
は
、
実
質
的
な
町
づ
く
り

元
年
と
な
る
た
め
、
こ
う
し
た
考
え
を
町
政

運
営
の
核
心
に
据
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
美
郷

町
ホ
ッ
プ
の
年
と
し
て
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま

で
の
旧
町
村
の
取
り
組
み
に
配
慮
し
な
が

ら
、
新
た
な
取
り
組
み
も
交
え
て
町
政
運
営

に
臨
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

十
七
年
度
予
算
編
成
の
方
針
と
留
意
点

　
こ
う
し
た
所
信
の
も
と
、
十
七
年
度
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
、
旧
町
村
が

実
施
し
て
き
た
各
般
の
事
務
・
事
業
の
統
一

化
に
留
意
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
な
ど
を
鑑
み
、
さ
ら
に
は
合
併
協
議
に
お

け
る
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
十
七
年
度
か
ら

統
一
実
施
が
可
能
な
事
務
・
事
業
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
統
一
化
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
次
に
、
旧
町
村
が
取
り
組
ん
で
き
た
継

続
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
等
は
再
検

討
し
な
が
ら
も
、
引
き
続
き
事
業
実
施
す
る

こ
と
を
基
本
と
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
、
旧

町
村
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
着
手
を
待
っ
て
い

た
、
い
わ
ゆ
る
積
み
残
し
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
緊
急
性
や
財
源
見
通
し
を
判
断

の
視
点
に
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
、
美
郷
町

と
し
て
の
新
規
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
再

認
識
や
交
流
促
進
な
ど
を
視
点
に
し
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
性
質
別
の
整
理
に
留
意
す

る
と
と
も
に
、
財
政
環
境
の
厳
し
さ
を
踏
ま

え
、
経
常
的
経
費
の
抑
制
な
ど
歳
出
の
効
率

化
等
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
も
っ
て
歳

入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
予
算
編

成
に
努
め
た
次
第
で
す
。
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
平
成
十
六
年
度
千
畑
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
三
十
億

六
千
八
百
三
十
六
万
円
、
歳
出
二
十
八
億

二
千
百
九
十
五
万
六
千
円
、
歳
入
歳
出
の

差
引
残
高
、
実
質
収
支
と
も
に
二
億
四
千

六
百
四
十
万
四
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

●
平
成
十
六
年
度
六
郷
町
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
二
十
一

億
六
千
三
百
四
万
五
千
円
、
歳
出
十
九
億

五
千
二
百
四
十
七
万
一
千
円
、
歳
入
歳
出

の
差
引
残
高
、
実
質
収
支
と
も
に
二
億
一

千
五
十
七
万
四
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

●
平
成
十
六
年
度
仙
南
村
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
三
十
四

億
四
千
二
百
六
十
九
万
一
千
円
、
歳
出
三

十
一
億
二
百
五
十
七
万
二
千
円
、
歳
入
歳

出
の
差
引
残
高
、
実
質
収
支
と
も
に
三
億

四
千
十
一
万
九
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

●
美
郷
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
人

事
行
政
運
営
の
公
平
性
・
透
明
性
を
高
め

る
観
点
か
ら
、
そ
の
状
況
等
に
つ
い
て
住

民
に
対
し
公
表
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
事

項
を
公
表
す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
ま
し

た
。

●
美
郷
町
振
興
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
地
域
振
興
及
び
美
郷
町
民
の
連
帯
強
化

を
図
る
た
め
振
興
基
金
を
設
置
す
る
た
め

の
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

●
美
郷
町
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者

の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
の

施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
の
公
募
の

手
続
き
等
に
つ
い
て
の
条
例
を
定
め
ま
し

た
。

●
美
郷
町
立
幼
稚
園
授
業
料
徴
収
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
平
成
十
七
年
度
か
ら
幼
稚
園
授
業
料
を

統
一
し
、
園
児
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
四

千
九
百
三
十
円
と
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め

ま
し
た
。

●
美
郷
町
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

●
美
郷
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
財
政
状
況
を
鑑
み
、
特
別
職
の
職
員
及

び
一
般
の
職
員
の
旅
費
に
か
か
る
日
当
を

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
支
給
停

止
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
議
員
の
日
当
に
つ
い
て
も
、
町

長
、
助
役
、
収
入
役
の
例
に
よ
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
改
正
に
よ
り
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
美
郷
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
寒
冷
地
手
当
の
支
給
額
を
引
き
下
げ
、

月
額
支
給
制
に
改
め
ま
し
た
。

●
美
郷
町
特
定
地
区
公
園
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
　
大
台
野
広
場
の
多
目
的
運
動
広
場
の
供

用
開
始
に
伴
い
、
利
用
料
金
等
を
定
め
ま

し
た
。

●
六
郷
町
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育
の
実
施
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
美
郷
町
立
六
郷
幼
稚
園
で
実
施
し
て
い

る
預
か
り
保
育
事
業
を
、
美
郷
町
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
及
び
関
連
規
則
等
の

規
定
に
よ
り
実
施
す
る
た
め
、
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

●
美
郷
町
公
衆
ト
イ
レ
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
　
雁
の
里
山
本
公
園
内
に
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
六
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
一
千
七
百
三

十
九
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
七
十
九
億
五
千
四
百
六
十
八
万
円
と

し
ま
し
た
。

●
平
成
十
六
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
百
二
十
五
万
六

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
億

九
千
七
百
三
十
五
万
九
千
円
と
し
ま
し

た
。

●
平
成
十
六
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
三
十
七
万
四

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
億

三
千
百
七
十
六
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
六
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
一
万
八
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
二
千

二
百
三
十
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
人
事
案
件
】

●
人
権
擁
護
委
員

　
　

階
　
昭
男（
美
郷
町
黒
沢
）

●
助
役

　
　
佐
々
木
敬
治（
美
郷
町
六
郷
）

●
収
入
役

　
　
坂
本
　
昇
一（
美
郷
町
本
堂
城
回
）

十
七
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
美
郷
町
が
合
併
し

て
は
じ
め
て
年
度
を
通
し
て
の
予
算
案
と
な

り
ま
す
の
で
、
各
般
の
事
業
や
制
度
が
町
民

各
位
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
留
意

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
可
能
な

限
り
事
務
・
事
業
の
調
整
に
意
を
払
っ
た
つ

も
り
で
す
が
、
長
年
か
け
て
築
い
て
き
た
旧

町
村
ご
と
の
事
務
・
事
業
の
内
容
、
進
め
方

等
を
す
べ
て
調
整
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
従
っ
て
、
そ
の
調
整
に
は
今
後
と
も

努
力
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
地
方
分
権
や
少
子
高
齢
化
の
潮
流
、

厳
し
さ
が
増
す
財
政
環
境
に
も
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
は
じ
め
、
全
職
員
が

行
政
運
営
に
意
識
を
高
め
、
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
と
と
も
に
広
く
情
報
を
収
集
し
、

よ
り
深
く
考
え
、
迅
速
な
行
動
を
し
、
も
っ

て
一
体
化
し
た
美
郷
町
の
確
立
に
が
ん
ば
っ

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
議
員
各
位
並
び

に
町
民
各
位
に
は
、
今
後
と
も
各
般
の
施
策

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


